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１． 背景・目的 

デジタル放送の進化やインターネットの普及に伴い、ニ

ッチなニーズに対するきめの細かい放送サービスの提供へ

の期待が高まりつつある。視聴行動を一元的に捉え数値化

する視聴率に変わる基準として、視聴者の満足度があげら

れる。現在、放送局では視聴者の感想を様々なメディアを

用いて収集し、満足度の向上へと努めている。寄せられる

感想は多岐に渡り、番組内容以外の外的要因を包含してい

るため、その分析には多くの時間と人手を要する。我々は、

番組に関する感想や意見を含んだテキストデータに焦点を

当て、視聴者の反応を自動抽出する手法の検討を行ってい

る。 
関連技術として、視聴者のニーズに合った番組を推薦す

るために、番組の視聴履歴やネット検索履歴などを元に視

聴者の嗜好を推測する研究が多数行われている[1][2]。視聴

者の行動履歴から視聴者の次の視聴行動を推測することは

有効なアプローチであるが、これを用いて満足度などの視

聴者の情動を推測することは難しい。 
一方、インターネットの発達に伴い自然発生的に出現し

た、ライブチャットという新しい番組視聴形態が広がりを

見せている。番組放送時に視聴者同士がリアルタイムでチ

ャットを行いながら意見を交換し合うものである。これら

のライブチャットデータを用いて、盛り上がりを検出し、

ダイジェストを生成する研究などが行われている[3]。 
本稿では、実際のライブチャットデータの特徴を分析し、

その特徴に応じて視聴者の反応を抽出するために必要な情

報を補完し、各コメントがどのシーンの誰に対するものか

を推定した。また、提案手法の評価を行うため実データを

もとに実験を行った。 

2．ライブチャットデータの特徴 

ライブチャットデータは、コメント生成時間、ユーザ ID、

コメント内容から構成された時系列に並んだコメントの集

合である。他の番組に関する感想などを含むサイトのテキ

ストとは異なり、ライブチャットデータは、そのリアルタ

イム性に起因した、多くのデータ特徴を有している。 
 

2.1 ライブチャットデータの特徴分析 
予備実験として、大河ドラマ「新選組！」に対する実際

のライブチャットデータ 3 サイト 4000 コメントを用いて、

表現方法や特徴などの調査を行った。参加者同士のコミュ

ニケーションに関するコメントが全体の 15％あり、番組内

容に関するコメントは全体の 85％であった。その他、 
 
 
 
 

・コメント対象が画面に映っている場合には、主語を省略

して入力する傾向が強い。主語が明示されたコメントは

22%以下 
・ コメントの文体は口語体 
・ 登場人物や感情に対する特定の固有表現が自然発生的に

決まり、これを共有し、繰り返し多用する。 
・ 関心のないものに言及しない 
・ 時間を遡った言及はしない 
等の特徴が予備実験により得られた。これらの特徴は、今

伝えたいことに的を絞り、最小限の入力でコメントするた

めに生まれた特徴であると考えられる。特定の固有表現は、

少ない入力で端的に気持を表現するために生まれたライブ

チャット独特の感情表現法である。ユーザは、これらの表

現を予め辞書登録し、使用する。 
例）･ﾟ･（つД｀）･ﾟ･（悲しみの表現「泣」で辞書登録） 
 

2.2 データ処理上の問題点 
2.1 で述べた特徴を踏まえ、ライブチャットデータから、

番組のどの部分に対して、どの様な意見が述べられている

かを抽出するために必要なデータ処理手法の検討を行った。  
コメント生成時間は、ユーザの入力速度に依存したタイ

ムラグを含んでおり、このタイムラグが未知であるため、

タイムスタンプの時刻だけでは番組のどの部分に対するコ

メントかを特定できない。この問題と大きくかかわるのが

主語の省略の問題である。タイムラグからコメント対象が

曖昧になり、省略された主語の推定が難しくなる。 
また、入力速度を重要視するあまり、表記ゆれ（例：山

並 or やまなみ or 山南）が通常のネットから得られるテキス

トのデータに比べ圧倒的に多く、口語体である・固有表現

が多用されているなどの特徴と相俟って、言語処理などの

一般的な手法で解析することを難しくしている。 

3．コメント対象推定手法 

2.2 に記した問題点を解決し、各コメントがどのシーンの

誰に対するものかを推定するための手法を提案する。 
コメント対象の推定に必要なデータとして、デジタル放

送に付加され放送される字幕データを使い、字幕を表示す

るタイミング、話者、字幕テキスト本体の情報を使用する。

また、番組公式サイトや EPG データから番組コンテンツの

開始・終了時刻・登場人物などを事前情報として使用する。

これらのデータを用いて、時系列に並ぶというチャットデ

ータの特徴を利用した、コメント対象を推定する処理手順

を下記に記す。 
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各コメントの中で、コメント対象が推定し易い、主語が

明示さているコメント(Step1)、及び、台詞内の単語が明示

されているコメント(Step2)に関する処理を先に行い、これ

らのコメントに含まれる表現と、同じ表現をもつものを、

時間の近いコメントの中から探す処理を Step3 及び Step4 に

て行う。その際に処理されたコメントとの類似性を用いて

Step5 の処理を行う。極端に入力時間がかかるユーザのコメ

ントを処理するため、ユーザ毎の入力時間差を計算し、

Step6 において処理を行う。この様にしてコメント対象の推

定を行うコメント数を増やしていく。 

4．ライブチャットデータによる実験 

提案手法の評価を行うため大河ドラマ「新撰組！」に関

するライブチャットデータ 8000 コメントを用いて実験を行

った。筆者らが[4]において述べたライブチャットデータ整

形手法を用いてデータを整形して番組内容に関するコメン

トを抽出し、提案手法を用いて推定を行った。実際の放送

映像と各コメントを照らし合わせ、推定結果の正誤判定を

行った結果を表 1 に示す。尚、8000 コメントのうち番組内

容に関するものは 87%、6930 コメントであった。（推定コ

メント数の総計に同じ） 

  
 

 
Step1 及び Step2 の推定処理は高い正解率を示した。しか

し、これら番組側の情報からの推定処理だけでは全コメン

トの 36%しか正しくコメント対象を推定できない。そこで、

コメントが時系列に並んでいるという特徴を用いて、他コ

メント内の単語との一致をキーに推定処理(Step3-Step6)を行

うことにより、64%まで推定率を上げることができた。 
推定結果が一致しなかったデータの実際のコメント対象

は大きく 3 つに分けられる。 
1) 物語のキーとなる、「虎徹（日本刀）」「神輿」など

の物質名に対するコメント 
2) 視聴率や他の大河ドラマなどテレビ番組全体に対する

コメント 
3) 役者の動作や表情など演技部分に関するコメント 

1)及び 2) については、図 1 のテーブル（A）の代わりに、

各コメント形態素の名詞で構成することで誤推定を軽減で

きると考えられる。 
 
また、上記「虎徹」を持っているのは近藤勇だが、土方

が刀について台詞内で言及したため、コメント対象として

土方がタグ付けされ、虎徹に関するコメントは全て不正解

となっていた。この様な結果は、本稿目的であるコメント

対象推定としては不正解だが、同じ場面においてコメント

内容が類似したユーザ同士に、同じタグ付け処理が行われ

たと捉えると、コメントの類似性を基にした、ユーザクラ

スタリングなどに本推定手法を用いることが可能である。 

6．まとめ 

視聴者の番組に関する直接的な感想や意見を表している

ライブチャットデータを使って、視聴者の番組に対する感

想を推定する手法を提案した。実際のライブチャットデー

タの特徴を分析し、タイムラグや主語省略などの課題を解

決し、明示されていないコメント対象を推定する手法を提

案した。実際のライブチャットデータを用いて実験を行い、

手法の有効性を検証した。今後はこれらの結果を用いた視

聴者クラスタリング手法の提案を行う予定である。 
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処理方法 推定コメント数 正解数 正解率 累計(%)
Step1. 1223 1177 0.962 17% 
Step2. 1547 1366 0.883 36% 
Step3. 985 546 0.55 45% 
Step4. 903 381 0.42 50% 
Step5. 610 281 0.46 60% 
Step6. 1662 703 0.42 64% 

コメント対象となる登場人物名を事前情報から検索し、 

コメント対象テーブル（A）として保持する。 

   
 

 

 

 

 

       

未推定のコメントを再び時間順に読み込み  
Step5 （D）（E）内の要素と比較し Step3,4 と同

様の処理を繰り返す。            

未推定のコメントを再び時間順に読み込み  
Step6 入力時間差を用いて比較対象コメント広げ、

Step5 と同様の処理を行う。  

各コメントを時間順に読み込み  
Step1 （A）と当該コメントを比較し、マッチした

らそれをコメント対象と推定。同時に当該コメン

トの形態素を比較テーブル（B）に登録する。     

 

Step2 当該コメントと字幕データをそれぞれ形態

素解析し、マッチする単語数の多い字幕データの

話者をコメント対象と推定。同時に当該コメント

の形態素を比較テーブル（C）に登録する。  

未推定のコメントを再び時間順に読み込み  
Step3 当該コメントを形態素解析し、時間の近接す

る前後 50 コメント分の（B）内の要素と比較し、

マッチする単語数の多い要素のコメント対象を当

該コメントのコメント対象として推定。同時に当

該コメントの形態素を比較テーブル（D）に登録す

る。 

 

Step4 Step3 と同様の処理を（C）内の要素との比

較で行い推定。形態素を（E）へ登録。     

上記各ステップの処理と並列して、ユーザ毎の入力時間

差を計算し保持しておく。各処理にてコメント対象と推

定した登場人物の字幕データの表示タイミングとコメン

ト入力時間の差を入力時間差として保持する。 

図 1: コメント対象推定処理手順 

表 1:コメント対象推定結果正解率 
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